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本研究では, 見る角度や視点を変えた状態で読むことができるようにデザインされた文字である「アンビ

グラム」という技法と, 図形や文字に対しアニメーションを付ける映像技法である「モーショングラフィ

ックス」を用いた, より効果的なプロモーション映像について, 実際に作品の制作を通じて検証する. 
 

アンビグラム, モーショングラフィックス 

 
 
１． はじめに 

本研究では, アンビグラムを用いたモーション

グラフィックス映像という二つのデザイン技法を

使用したプロモーション映像の制作を行う. これ

らのデザイン技法の掛け合わせによって, どのよ

うな表現が生まれるのかという点や, 作品を見た

視聴者に与える印象について実験を行い, アンビ

グラムを用いたより効果的な映像表現手法と, プ

ロモーション映像として活用する上での有利性や

弱点について検証を行う. 

 
２．アンビグラムについて 

アンビグラムは, 文字を異なる方向から見ても

読み取れるようにした文字である 0. その種類は

多岐に渡り, 回転することで同じ意味, または異

なる意味に読解が可能な「回転型」や, 鏡のように

上下左右を反転させる「鏡像型」, 3D オブジェク

トによって生成される「３次元型」などがある. ま
た , 用いられる言語はアルファベットや平仮名 , 
片仮名, 漢字など, 様々である. 

 

   
図 1-a「回転型」[2]   図 1-b「鏡像型」[3] 

３．モーショングラフィックスについて 
モーショングラフィックスは, 対象のイメージ

を象徴する色，形，文字，撮影された映像などの視

覚的要素を用い，アニメーションや編集，映像効果

を使用して短い時間で受け手に強い印象を残す表

現手法である[4]. 近年ではＣＭやデジタルサイ

ネージ, ミュージックビデオ等をはじめとする映

像コンテンツに多く用いられている. 図 2 では, 
本研究で制作を行う映像のカテゴリとなる“プロ

モーション映像”の事例を示している. 

 

   
図 2 モーショングラフィックスの例 [5] 

 
４．プロモーション映像の制作過程 
 “東京工科大学メディア学部を紹介するプロモ

ーション映像”をテーマに設定し, 制作を行う. 

本動画は, 同大学同学部をまだあまり知らない学

外の方へ向けた紹介動画とし, 学校説明会や SNS

等での発信を想定する. プロモーション映像とい

う形式上, インパクト性やデザイン性は勿論, 情

報伝達という点にも焦点を当て, それぞれを効果

的に表現することができる映像作品の制作を目標

とする. 

まず, 東京工科大学メディア学部の魅力や教育

理念などの情報をもとに, プロモーション映像と
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して成立する構成内容の動画コンテを作成する. 

プロモーション映像のコンセプトとして, アンビ

グラムの代表的な特徴の一つである「回転」という

動作に着目し, 回転するアニメーションや“メデ

ィアで世界をひっくり返す”といったキャッチフ

レーズを取り入れ, プロモーション映像としての

内容の一貫性を狙う構成とした. 

 

次に, 動画コンテをもとにアンビグラムを作成

する. 図 3 は, 実際に制作を行なったアンビグラ

ムの一部である. 

 

 

図 3-a 回転型「CONTENTS」 
 

 
図 3-b 回転型「メディアとセカイ」 

 
次に, 作成したアンビグラムをモーショングラ

フィックスへ落とし込む. アニメーションをつけ

ていく上で, プロモーション映像として視聴者を

惹きつけるという目的が重要となるため, より見

応えのあるモーションとすることが求められる. 

そこで, アンビグラム文字をそのまま 180度回転

させるだけでなく, 文字を分解させたのち,再構

成するといったアニメーションなど「視覚的な面

白さ」について探求を行った. 図 4 は, 実際に制

作を行なったモーショングラフィックスの一部で

ある. 

 

 

図 4-a 回転型「CONTENTS」 

 

図 4-b 回転型「メディアとセカイ」 
 

６．検証 
 アンビグラムを用いたモーショングラフィック

ス映像を制作していく中で, 課題となるのが「視

認性」である. 実際に作品を制作すると, 時間の

経過とともに絶え間なく変化していく映像では, 

アンビグラムがもとより保有する「図形らしさ」が

際立ってしまい, それが文字であるという認識を

視聴者に与えることが通常の映像よりも難しくな

ることが分かってきた. 

 また, プロモーション映像はデザインによるイ

ンパクト性だけではなく, 伝えたい情報が視聴者

に伝わっているのかという点も重視される. そこ

で, アンビグラムとモーショングラフィックスの

有無による異なる動画を視聴してもらい,「魅力を

感じた点」や「分かりやすかった点」などの観点に

分けて, アンビグラムとモーショングラフィック

スによる表現の有利性や弱点について検証を行う. 
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